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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
コンテンツ配信サービスを提供するウェブサイトを示すＵＲＬ情報とＩＤ情報を含むデー
タコードが予め印刷され、該ＩＤ情報に基づいてコンテンツの特定も行えるコンテンツ配
信用情報印刷媒体と、
該情報印刷媒体に印刷されているデータコードを読み取ってそこに含まれるＵＲＬ情報及
びＩＤ情報を抽出する携帯電話と、
該携帯電話が前記ＩＤ情報を引数として前記ＵＲＬ情報に基づき接続するコンテンツ配信
用サーバと、
該サーバとアクセス可能に接続された情報印刷媒体管理データベースと、
を備えた、販売者登録済の個人によって販売された前記情報印刷媒体を介して回数制限無
くダウンロードができるコンテンツ配信システムであって、
前記サーバは、販売者登録手段と販売商品登録手段とコンテンツ配信手段とを備え、
前記販売者登録手段は、
前記情報印刷媒体の販売者が使用する携帯電話の機種固有情報を前記データベースに登録
し、
前記販売商品登録手段は、
前記の機種固有情報が登録された販売者の携帯電話によって、販売が完了した情報印刷媒
体に印刷されているデータコードに含まれるＩＤ情報が送信された時に、該ＩＤ情報及び
前記販売者の携帯電話の機種固有情報とを前記データベースに登録するとともに、
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前記コンテンツ配信手段は、
前記情報印刷媒体の利用者の携帯電話からのダウンロード要求を送信された都度前記デー
タベースを参照して、
同時に送信された前記ＩＤ情報が未登録であれば前記ダウンロード要求を拒絶し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が未登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報を前記データベースに利用者認証用情報として登録
するとともにダウンロードを許可し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が既登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報と既登録の利用者認証用情報とを照合して、
一致すれば利用者認証は受理されたものとみなしてダウンロードを許可するが、
一致しなければ利用者認証は拒否されたものとみなしてダウンロードを拒絶するとともに
、
ダウンロードを許可する場合は、前記利用者の携帯電話に対して前記ＩＤ情報に基づいて
特定されるコンテンツのダウンロード用の画面を送信する
ことを特徴とするコンテンツ配信システム。
【請求項２】
コンテンツ配信サービスを提供するウェブサイトを示すＵＲＬ情報とＩＤ情報を含むデー
タコードが予め印刷され、該ＩＤ情報に基づいてコンテンツの特定も行えるコンテンツ配
信用情報印刷媒体と、
ダウンロードされたコンテンツを再生するパソコンと、
該パソコンの画面に表示されたデータコードあるいは前記情報印刷媒体に印刷されている
データコードを読み取ってそこに含まれるＵＲＬ情報及びＩＤ情報を抽出可能な携帯電話
と、
前記携帯電話および前記パソコンが前記ＩＤ情報を引数として前記ＵＲＬ情報に基づき接
続するコンテンツ配信用サーバと、
該サーバとアクセス可能に接続された情報印刷媒体管理データベースとを備えた、販売者
登録済の個人によって前記情報印刷媒体が販売された後に回数制限の無いダウンロードが
できるコンテンツ配信システムであって、
前記サーバは、販売者登録手段と販売商品登録手段とデータコード生成手段とコンテンツ
配信手段を備え、
前記販売者登録手段は、
前記情報印刷媒体の販売者が使用する携帯電話の機種固有情報を前記データベースに登録
し、
前記販売商品登録手段は、
前記の機種固有情報が登録された販売者の携帯電話によって、販売が完了した情報印刷媒
体に印刷されているデータコードに含まれるＩＤ情報が送信された時に、該ＩＤ情報及び
前記販売者の携帯電話の機種固有情報とを前記データベースに登録するとともに、
前記データコード生成手段は、
前記パソコンから前記情報印刷媒体のＩＤ情報の送信を受けた時に、該ＩＤ情報に対応す
るＵＲＬ情報と前記パソコンを特定する情報とを前記ＩＤ情報とともに含ませたデータコ
ードを生成して前記パソコンに送信する一方、
前記コンテンツ配信手段は、
前記パソコンの画面上に表示された前記データコードを読み取った利用者の携帯電話から
のダウンロード要求を送信された都度前記データベースを参照して、
同時に送信された前記ＩＤ情報が未登録であれば前記ダウンロード要求を拒絶し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が未登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報を前記データベースに利用者認証用情報として登録
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するとともにダウンロードを許可し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が既登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報と既登録の利用者認証用情報とを照合して、
一致すれば利用者認証は受理されたものとみなしてダウンロードを許可するが、
一致しなければ利用者認証は拒否されたものとみなしてダウンロードを拒絶するとともに
、
ダウンロードを許可する場合は、前記パソコンに対して前記ＩＤ情報に基づいて特定され
るコンテンツのダウンロード用の画面を送信する
ことを特徴とするコンテンツ配信システム。
【請求項３】
前記販売者登録手段は、
販売者側の携帯電話登録用データコードを読み取ってそこに含まれるＵＲＬ情報に対応づ
けられたサイトへアクセスしてきた携帯電話を、販売者が使用する携帯電話とみなすこと
を特徴とする請求項１または２のいずれかに記載のコンテンツ配信システム。
【請求項４】
コンテンツ配信サービスを提供するウェブサイトを示すＵＲＬ情報とＩＤ情報を含むデー
タコードが予め印刷され、該ＩＤ情報に基づいてコンテンツの特定も行えるコンテンツ配
信用情報印刷媒体を介して利用者の携帯電話から送信されたダウンロード要求を、ダウン
ロード回数に制限無く処理する方法であって、
前記情報印刷媒体を販売するために販売者として登録済の個人の携帯電話、及び前記情報
印刷媒体を介してコンテンツをダウンロードする利用者の携帯電話によって、前記ＩＤ情
報を引数として前記ＵＲＬ情報に基づき通信ネットワークを介して接続されるとともに、
情報印刷媒体管理データベースにアクセス可能に接続するコンテンツ配信用サーバが、
前記販売者の携帯電話の機種固有情報を前記データベースに登録するステップと、
前記の機種固有情報が登録された販売者の携帯電話によって、販売が完了した情報印刷媒
体に印刷されているデータコードが読み取られ該データコードに含まれるＩＤ情報が送信
された時に、該ＩＤ情報及び前記販売者の携帯電話の機種固有情報とを前記データベース
に登録するステップと、
前記情報印刷媒体の利用者の携帯電話からのダウンロード要求を送信された都度前記デー
タベースを参照して、
同時に送信された前記ＩＤ情報が未登録であれば前記ダウンロード要求を拒絶し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が未登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報を前記データベースに利用者認証用情報として登録
するとともにダウンロードを許可し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が既登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報と既登録の利用者認証用情報とを照合して、
一致すれば利用者認証は受理されたものとみなしてダウンロードを許可するが、
一致しなければ利用者認証は拒否されたものとみなしてダウンロードを拒絶するステップ
と、
ダウンロードを許可する場合は、前記利用者の携帯電話に対して前記ＩＤ情報に基づいて
特定されるコンテンツのダウンロード用の画面を送信するステップと、
を行うことを特徴とするコンテンツの配信方法。
【請求項５】
コンテンツ配信サービスを提供するウェブサイトを示すＵＲＬ情報とＩＤ情報を含むデー
タコードが予め印刷され、該ＩＤ情報に基づいてコンテンツの特定も行えるコンテンツ配
信用情報印刷媒体を介して利用者の携帯電話から送信されたダウンロード要求を、ダウン
ロード回数に制限無く処理する方法であって、
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前記情報印刷媒体を販売するために販売者として登録済の個人の携帯電話と、前記情報印
刷媒体を介してコンテンツをダウンロードする利用者の携帯電話及びパソコンによって、
前記ＩＤ情報を引数として前記ＵＲＬ情報に基づき通信ネットワークを介して接続される
とともに、情報印刷媒体管理データベースにアクセス可能に接続するコンテンツ配信用サ
ーバが、
前記販売者の携帯電話の機種固有情報を前記データベースに登録するステップと、
前記の機種固有情報が登録された販売者の携帯電話によって、販売が完了した情報印刷媒
体に印刷されているデータコードに含まれるＩＤ情報が送信された時に、該ＩＤ情報及び
前記販売者の携帯電話の機種固有情報とを前記データベースに登録するステップと、
前記パソコンから前記情報印刷媒体のＩＤ情報の送信を受けた時に、該ＩＤ情報に対応す
るＵＲＬ情報と前記パソコンを特定する情報とを前記ＩＤ情報とともに含ませたデータコ
ードを生成して前記パソコンに表示させるために送信するステップと、
前記パソコンの画面上に表示された前記データコードを読み取った利用者の携帯電話から
のダウンロード要求を送信された都度前記データベースを参照して、
前記ダウンロード要求と同時に送信された前記ＩＤ情報が未登録であれば前記ダウンロー
ド要求を拒絶し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が未登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報を前記データベースに利用者認証用情報として登録
するとともにダウンロードを許可し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が既登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報と既登録の利用者認証用情報とを照合して、
一致すれば利用者認証は受理されたものとみなしてダウンロードを許可するが、
一致しなければ利用者認証は拒否されたものとみなしてダウンロードを拒絶するステップ
と、
ダウンロードを許可する場合は、前記パソコンに対して前記ＩＤ情報に基づいて特定され
るコンテンツのダウンロード用の画面を送信するステップと、
を行うことを特徴とするコンテンツの配信方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はコンテンツ配信システムに関し、特に正当なユーザに対する確実かつ容易なダウ
ンロードを可能とする、２次元コードなどが印刷されている有形物を介したコンテンツ配
信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
従来は、音楽や小説などを楽しむ場合、ＣＤや書籍などを介することが通常であった。有
形物であるＣＤや書籍を購入した人は、回数制限なく何度でも聴いたり読んだりができる
反面、貸与したり、譲渡したりが可能であるため、レコード会社や出版社は売上の減少を
余儀なくされていた。
【０００３】
一方では、近年、携帯電話の機種スペックの向上、使用可能な帯域の拡大によるデータ通
信の高速化および性能の向上が目覚しく、大容量のデータであっても速やかにダウンロー
ドできるようになってきた。そのため、音楽や映像などの各種コンテンツの配信サービス
も広く提供されるようになってきている。従来であれば、移動しながら音楽を聴こうとす
ると、携帯用ＣＤプレイヤーを持ち運んだりしたものであるが、携帯電話による速やかな
ダウンロードが可能になったこと、及び携帯電話の音質の向上により、手軽にいつでもど
こでも音楽を楽しめるようになってきた。
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ところで、インターネットを利用したコンテンツの配信を受けるためには、配信元を特定
するためのＵＲＬを入力しなくてはならない。これは、キー入力に不慣れな人にとっては
、かなり煩わしいことである。この煩わしさを解消するために、考え出されたのがＵＲＬ
などをバーコードで読み取る方法である。
【０００４】
したがって、最近の配信サービスはバーコードや２次元コードを利用するものが多く、こ
れに関連した特許出願も、特許文献１～３をはじめ多数にのぼる。
特開２００７－１５６８５２号公報（特許文献１）に開示されている「出版物・コンテン
ツ提供システム、出版物・コンテンツ提供方法およびコンテンツ受信権付き出版物」は、
携帯端末により２次元コードを読み込んでアクセスしてきた顧客に対して、そのアクセス
がコンテンツ受信権付き出版物の権利に基づいているか否か判定を行い、認証した場合、
携帯端末にコンテンツを提供するものであり、不正なアクセスの防止を目的の一つとする
。
特開２００６－１８４９８０号公報（特許文献２）に開示されている「情報配信システム
」は、カード又はシートに印刷された情報を基に携帯電話にコンテンツを配信するもので
ある。
特開２００３－３３０８３１号公報（特許文献３）に開示されている「カード型媒体、バ
ーコードリーダ付き情報端末装置、コンテンツ配信システム、該システムの機能を実現す
るプログラム及び記録媒体」も、バーコードが付与されたカード型媒体を通じてＵＲＬ情
報を入手し、該当サイトからコンテンツの配信サービスを受けようとするものである。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１５６８５２号公報
【特許文献２】特開２００６－１８４９８０号公報
【特許文献３】特開２００３－３３０８３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、インターネットを利用したコンテンツの配信は、一般に次のような問題があ
る。すなわち、コンテンツ商品はサーバ上にあり、物理的に特定されないゆえ、不正にア
クセスされダウンロードされるおそれがあるという問題である。
そのためには、課金を確実にする仕組みが必要となり、その仕組みも簡便なものでなけれ
ばならず、その仕組みに必要な入力個人情報も慎重な取り扱いが必要になってくる。
【０００７】
この点、特許文献１に記載の発明では、携帯端末からのアクセスがコンテンツ受信権付き
出版物の権利に基づいているか否か判定を行い、認証した場合にコンテンツを提供する。
しかし、受信の制限は、ＩＤとパスワードの組み合わせにより行っているので、不正なア
クセス防止という点で万全ではない。例えば、ＩＤやパスワードを教えられた友人や家族
がアクセスしうる。また、この発明では、対象となる出版物は既に販売済みであることを
前提としており、対価の確保に対する考慮は払われていない。即ち、正当な販売者によっ
て正当に販売されたか否かの検証が行われていないのである。
特許文献２に記載の発明では、ＵＲＬの引数として暗号化されたＩＤが送信され、これを
サーバが復号化してデータベースに登録されているＩＤと照合することによりユーザ認証
を行っている。これは公開鍵方式の認証であり、セキュリティは確保されてはいるが、極
めて大掛かりなシステムであって、システムの開発・保守コストや顧客の使い勝手の面か
ら、コンテンツ配信ビジネスには全くなじまない。
　特許文献３に記載の発明は、携帯端末における高品質かつ高効率の動画像配信の実現を
主眼としたものであり、確実な対価の徴収およびセキュリティの確保への考慮はない。
【０００８】
これらの問題点に鑑み、コンテンツの供給側にとっては、正当な対価を支払った相手方に
のみ供給でき、ユーザにとっては、個人情報の漏洩を心配することなく、自分の気に入っ
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たコンテンツをいつでもどこでも何度でも楽しめる配信システムの提供が期待される。
配信システムは、インターネットなどの通信回線を利用してアクセスするサーバ上にコン
テンツがあるので、これらのコンテンツは物理的に特定されないゆえ、他人に貸与・譲渡
されるおそれはない一方で、不正にアクセスされダウンロードされるおそれがある。
【０００９】
次に、入力個人情報の取り扱いについて述べる。携帯電話の契約者番号や製造番号は、そ
の携帯電話を一意に特定できる機種固有情報である。この機種固有情報は、サーバ側で容
易に取得できる一方、他人に知られても実害がないという特徴がある。そのため、本出願
人は、携帯電話がかかる機種固有情報を有する点に着目し、コンテンツのダウンロード要
求は同一の携帯電話からのみを受け付けるシステムを考案した。つまり、コンテンツ商品
は特定できないが、視聴器具（携帯電話）を特定し、その特定された器具でのみ視聴可と
することにより、著作権侵害を軽減させることを目的とするシステムである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
前記の目的を達するために、請求項１に係る発明は、コンテンツ配信サービスを提供する
ウェブサイトを示すＵＲＬ情報とＩＤ情報を含むデータコードが予め印刷され、該ＩＤ情
報に基づいてコンテンツの特定も行えるコンテンツ配信用情報印刷媒体と、
該情報印刷媒体に印刷されているデータコードを読み取ってそこに含まれるＵＲＬ情報及
びＩＤ情報を抽出する携帯電話と、
該携帯電話が前記ＩＤ情報を引数として前記ＵＲＬ情報に基づき接続するコンテンツ配信
用サーバと、
該サーバとアクセス可能に接続された情報印刷媒体管理データベースと、
を備えた、販売者登録済の個人によって販売された前記情報印刷媒体を介して回数制限無
くダウンロードができるコンテンツ配信システムであって、
前記サーバは、販売者登録手段と販売商品登録手段とコンテンツ配信手段とを備え、
前記販売者登録手段は、
前記情報印刷媒体の販売者が使用する携帯電話の機種固有情報を前記データベースに登録
し、
前記販売商品登録手段は、
前記の機種固有情報が登録された販売者の携帯電話によって、販売が完了した情報印刷媒
体に印刷されているデータコードに含まれるＩＤ情報が送信された時に、該ＩＤ情報及び
前記販売者の携帯電話の機種固有情報とを前記データベースに登録するとともに、
前記コンテンツ配信手段は、
前記情報印刷媒体の利用者の携帯電話からのダウンロード要求を送信された都度前記デー
タベースを参照して、
同時に送信された前記ＩＤ情報が未登録であれば前記ダウンロード要求を拒絶し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が未登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報を前記データベースに利用者認証用情報として登録
するとともにダウンロードを許可し、
前記ＩＤ情報が既登録
かつ利用者認証用情報が既登録であれば
前記利用者の携帯電話の機種固有情報と既登録の利用者認証用情報とを照合して、
一致すれば利用者認証は受理されたものとみなしてダウンロードを許可するが、
一致しなければ利用者認証は拒否されたものとみなしてダウンロードを拒絶するとともに
、
ダウンロードを許可する場合は、前記利用者の携帯電話に対して前記ＩＤ情報に基づいて
特定されるコンテンツのダウンロード用の画面を送信することを特徴とする。
「ＩＤ情報」とは、コンテンツ配信用情報印刷媒体を識別するための情報であり、このＩ
Ｄ情報に基づいて、正当に販売された情報印刷媒体であるか否かの検証即ち商品認証と、
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その利用者が正当な利用者であるか否かの検証即ち利用者認証と、ダウンロード可能なコ
ンテンツの特定とが行える。
 
【００１１】
本明細書においてコンテンツとは、音楽、写真、映像、小説、ゲームなどインターネット
で配信可能な著作物であれば何でもよい。
【００１２】
印刷されたコード情報に、サイトのＵＲＬとともにＩＤを含ませることは、しばしば行わ
れるが、本発明では、このＩＤによって、正当に販売されたか否かの検証および正当な利
用者か否かの検証を行うことができ、かつ、ダウンロード対象であるコンテンツ商品の特
定もできる。つまり、本発明の情報印刷媒体は、認証付きプリペイドカードとでもいうべ
き性質を有している。この情報印刷媒体は、プリペイドカードという点で共通するテレホ
ンカードや図書カードのように、それ自体が、取引の対象となる。ただし、テレホンカー
ドのような従来のカードと異なり、使用により、金額が減じていくものではなく、使用回
数が無制限である。このような特徴があるからこそ、本発明のような商品認証および利用
者認証が必要となる。
【００１３】
請求項１（請求項２も同様）の情報印刷媒体に印刷されているデータコードは、たとえば
２次元コードである。
 
【００１４】
本発明のデータコードとは、バーコードと呼ばれる１次元コードや、２次元コードと呼ば
れる縦と横の両方向に意味のある符合など、カメラ付き携帯で撮像することにより情報が
得られる表示であれば、何でもよい。
しかし、２次元コードは、情報記載量が多いことから好ましく、特に、２次元コードの中
でもＱＲコード（登録商標）は、携帯電話を利用したシステムとの親和性の高さという点
で、本出願時（平成２０年）においては最適である。
【００１５】
請求項１または２に記載の情報印刷媒体は、ＣＤなどと同様に有形物としてレコード店な
どで購入でき、販促品や贈答品とすることもできる。購入時に、販売者側で販売完了通知
を行ってサーバ側がこれを記録することにより、正当な商品か否かの検証が可能となる点
でＣＤなどの購入と相違する。また、ＣＤと異なりコンテンツ自体を購入したのではなく
、インターネットを介してコンテンツの配信を受ける権利を購入した点でも相違する。
【００１７】
　請求項１に係る発明により、携帯電話をシステムに事前に登録している者のみが情報印
刷媒体を販売できる。そのため、カードを不正に取得した者による販売を防止できる。
また、事前に登録済みの者による販売完了通知が送信されたときに、システムは販売され
た情報印刷媒体のＩＤを登録する。そのため、システムにＩＤが登録されているならば、
正当に販売された情報印刷媒体であるとみなすことができる。
 
【００１８】
さらに、情報印刷媒体を購入した利用者は、最初のダウンロードで使用した携帯電話での
み継続してコンテンツのダウンロードが可能となる。利用者は、利用者ＩＤやパスワード
などの個人情報をその都度入力しなくても、最初に使用したのと同一の携帯電話を使用す
れば、以後何度でも視聴できる。つまり、本発明において同じ携帯電話を使用することは
、利用者認証と同義なのである。
したがって、最初に使用した携帯電話とは異なる携帯電話でダウンロード要求をしても受
け付けられない。これは、不正にカードを入手したり、カードを元の所有主から貸与され
たりした者によるダウンロードは一切できないことを意味する。情報印刷媒体の購入は、
ＣＤ等を購入したのと同様に、回数に制限無く視聴する権利を入手したことになるが、事
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実上の貸与や譲渡はできないので、レコード会社やアーティストの権利保護の要請にかな
うものである。
【００１９】
請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明と比べ、コンテンツの再生はパソコンで
行うことが特徴的である。
　再生はパソコンで行うが、販売者の登録、販売商品登録、商品認証、利用者登録および
利用者認証は、携帯電話を介して行うことに変わりはないので、本発明の目的が達成でき
る。
 
【００２０】
請求項３に記載の発明は、前記販売者登録手段は、販売者側の携帯電話登録用データコー
ドを読み取ってそこに含まれるＵＲＬ情報に対応づけられたサイトへアクセスしてきた携
帯電話を、販売者が使用する携帯電話とみなすことを特徴とする。
請求項４および請求項５は、情報印刷媒体を利用したコンテンツ配信方法に関する発明で
ある。
 
 
【発明の効果】
【００２１】
　ダウンロード用情報印刷媒体を購入した利用者は、ＣＤや書物を購入したのと同様に、
購入後は好きなだけ何度でも視聴できる。しかも、ＣＤなどとは異なり、貸与・譲渡がで
きないので、レコード会社などの損失が発生しない。
　ダウンロード用情報印刷媒体の持ち主は、ＣＤプレイヤーのような再生装置がなくても
、携帯電話があれば何時でも気軽に視聴できる。一方、購入時に対価を支払っているので
、従来の配信システムとは異なり、課金の仕組みは不要である。また、同一の携帯電話か
らアクセスすることが、即ち利用者認証であることから、利用者認証のための複雑な仕組
みも不要であり、システムの構築・保守が容易である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
（１）第１の実施形態
本発明の第１の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００２３】
（１－１）第１の実施形態の概略
　レコード会社からレコード店Ａがコンテンツダウンロード用情報印刷媒体（以下、「カ
ード」あるいは「カード媒体」）を仕入れ、顧客に販売する場合を例にとり、システムの
概略を説明する。
レコード店ＡのスタッフＢは、自分の使用する携帯電話Ｃの機種固有情報ＤをシステムＥ
に登録する。これを、「販売者登録」という。以後システムＥは、この機種固有情報Ｄを
用いて正当な販売者か否かをチェックする。
　顧客ＦがカードＧを購入しようとレコード店Ａのレジで支払いをする。その際、スタッ
フＢは、機種固有情報Ｄを登録済みの携帯電話Ｃを用いて、カードＧの販売が完了した旨
をシステムＥに通知する。これにより、カードＧは、正当なルートで販売されたことがシ
ステムＥに記録される。この記録がされたことを「販売商品登録」という。以後システム
Ｅは、この登録がなされている場合に、このカードＧは正当に販売済みの商品であるとみ
なす。これを、「商品認証」という。
販売商品登録済みのカードＧを入手した顧客Ｆは、カードＧに印刷されたデータコードＨ
を自分の携帯電話Ｉで読み取り、システムＥにアクセスし、コンテンツをダウンロードす
る。顧客ＦがシステムＥに最初にアクセスしたときに、システムＥは携帯電話Ｉの機種固
有情報Ｊを登録する。これを、「利用者登録」という。
以後、システムＥは、ダウンロードを要求してきた者がその商品の正当な利用者であるか
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否かを、機種固有情報Ｊを用いてチェックする。これを、「利用者認証」という。これに
より携帯電話Ｉを介してのみコンテンツのダウンロードができる。仮に、顧客Ｆの友人Ｋ
が自分の携帯電話Ｌを用いてカードＧのデータコードＨを読み取り、システムＥにアクセ
スをしてもダウンロードできない。
　このように、カードＧは正当なルートでの販売及び使用が確保される。
　以下、このシステムの構成と処理の流れについて詳しく説明する。
 
【００２４】
（１－２）第１の実施形態のシステムの構成
図１～４を参照しながら、本実施形態のシステムの構成を説明する。
このシステムは、カードの販売者側の携帯電話１と、カードを購入した顧客（以下、「利
用者」）側の携帯電話２を、インターネットＮを介して、本システムのサーバ３と接続す
る。サーバ３は、カード管理データベース（以下、「カード管理ＤＢ」）４とアクセス可
能に接続されている。
なお、販売者側携帯電話１も利用者側携帯電話２も、移動体通信網（図示せず）及びイン
ターネットNを介してサーバ３と接続する。
図１では、販売者側携帯電話１と利用者側携帯電話２は、それぞれ１台しか記載されてい
ないが、台数に制限はない。
【００２５】
ここで、携帯電話１、２によって読み取られるデータコード５が印刷されているカード６
について説明する。このカード６は、図２に例示するように、財布などに収納できる程度
の大きさと厚さのカード状であり、印刷されているデータコード５を撮像することにより
、携帯電話１，２からの所定のサイトへのアクセスが可能となる。データコード５に含ま
れる情報は、サイトのＵＲＬ（５ａ）とカード６に固有のカードＩＤ（５ｂ）が必須であ
り、適宜他の情報も含む。このカードＩＤとは、請求項１にいうＩＤ情報のことである。
図２の例では、ＩＤ情報は文字列としても印刷されている。
なお、情報印刷媒体は、図２に例示するようなカード状に限るものではない。映画や展覧
会のパンフレット、絵本の表紙など、データコード５の印刷が可能なものであれば、本発
明の情報印刷媒体となりうる。
【００２６】
携帯電話１、２は、図３に示すように、画像取得部７と、コード読取部８と、機種固有情
報部９と、ブラウジング部１０と、キーやボタンなどの入力操作部１１と、ディスプレイ
などの画面表示部１２と、音声データを再生する音声再生部１３と、通信インターフェー
ス部１４と、制御部１５とを備える。
【００２７】
画像取得部７は、撮像素子としてＣＣＤを用いたカメラによって撮影されたデータコード
５を取得する。
コード読取部８は、画像取得部７によって取得されたデータコード画像を解析し、その中
に有している情報を抽出する。
　機種固有情報部９には、携帯電話１，２に固有の情報が格納される。固有の情報として
は、携帯電話の製造番号、あるいは契約者番号などがある。なお、携帯電話番号も固有の
情報ではあるが、個人情報保護の観点から本発明では利用者認証にも使用しない。
ブラウジング部１０は、ブラウザあるいはウェブブラウザなどと呼ばれるプログラムに従
い、コード読取部８によって抽出されたＵＲＬ情報に基づいてシステムのサイトへのアク
セスを行うとともに、アクセス先からの情報を受取ると、その情報を画面表示部１２に表
示させる。
制御部１５は、所定の制御プログラムに従って、上記の各部の動作を制御するものである
。
【００２８】
サーバ３は、図４に示すように、処理部１６と、記憶部１７と、通信インターフェース部
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１８を備える。
処理部１６は、販売者登録手段１６ａと、販売商品登録手段１６ｂと、コンテンツ配信手
段１６ｃを備える。
販売者登録手段１６ａは、販売者側の携帯電話１の機種固有情報をカード管理ＤＢ４に登
録する。
販売商品登録手段１６ｂは、販売者側の携帯電話１から販売完了を通知する販売管理情報
を受信した時にカード管理ＤＢ４への登録を行う。
コンテンツ配信手段１６ｃは、ユーザ側携帯電話２の登録、利用者認証、コンテンツの配
信を行う。
処理部１６の各手段の機能は、記憶部１７に格納されたプログラムをＣＰＵ（図示せず）
が読み込んで実行することにより実現される。
なお、サーバ３は、ウェブサーバ、認証専用のサーバ、コンテンツ配信専用のサーバなど
、複数のサーバに分散し、システムの処理を連携して実現するような構成としてもよい。
【００２９】
サーバ３は、カード管理ＤＢ４とアクセス可能に接続されている。カード管理ＤＢ４は、
サーバ３に含まれる記憶部１７に格納されていても、サーバ３とは別のデータベースサー
バに備えられていてもよい。
【００３０】
図４に示すように、カード管理ＤＢ４には、販売者テーブル１９、販売商品テーブル２０
、コンテンツ情報テーブル２１が含まれる。
販売者テーブル１９は、レコード店のスタッフが使用する携帯電話１のように、商品認証
をなしうる携帯電話１の機種固有情報（１９ａ）を記憶するとともに、販売店名・販売ス
タッフ名などの情報（１９ｂ）も記憶する。
販売商品テーブル２０は、販売済みのカード６のカードＩＤ（２０ａ）と、商品認証に使
用された携帯電話１の機種固有情報（２０ｂ）と、カード６の利用者の携帯電話２の機種
固有情報（２０ｃ）とが少なくとも記憶される。ここで、携帯電話１の機種固有情報（２
０ｂ）として登録されうるのは、販売者テーブル１９の機種固有情報（１９ａ）に登録さ
れているものに限られる。なお、欄２０ｂには、携帯電話１の機種固有情報が登録されて
いる販売者テーブル１９上のレコードを特定する情報を記憶させてもよい。欄２０ｃに登
録されている情報は、請求項１にいう「利用者認証用情報」に相当する。
コンテンツ情報テーブル２１は、コンテンツのＩＤ（２１ａ）と、このカード６に対応付
けられたコンテンツを特定する情報（２１ｂ）とが少なくとも記憶される。コンテンツの
ＩＤ（２１ａ）は、販売商品テーブル２０にカードＩＤ（２０ａ）として記憶されている
値を入れてもよい。この場合は、カード毎にコンテンツを特定する情報を持つわけである
。しかし、同一のコンテンツに対応するカードが多量に販売されることもあるので、コン
テンツに固有のＩＤでもよい。その場合、カード６のカードＩＤからコンテンツＩＤが取
り出せるようなルールが設けられていてもよい。配信するためのコンテンツ本体は、カー
ド管理ＤＢ４に格納しても、DB４以外の記憶部１７に格納してもよい。あるいは、コンテ
ンツ専用に格納するデータベースを備えてもよい。
 
 
 
【００３１】
（１－３）第１の実施形態のシステムの動作
次に、本実施形態の動作について説明する。
このシステムは、図５に示すように、販売者の登録（ステップＳ１００），販売された商
品の登録（ステップＳ２００），カードを購入した顧客によるコンテンツのダウンロード
（ステップＳ３００）の順に実行される。
【００３２】
まず、販売者の登録（ステップＳ１００）について、図６を参照しながら説明する。
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販売店のスタッフは、適宜用意されている販売者側の携帯電話登録用データコードを読み
込む（ステップＳ１０１）。このデータコードは、カード６に印刷されているデータコー
ド５とは異なるのが通常である。同一の販売者側携帯電話１は、このシステムに１回だけ
登録しておけばよいからである。
読み取ったＵＲＬに対応付けられたサイトへアクセスする（ステップＳ１０２）。このと
き、携帯電話１の機種固有情報も送信する。携帯電話会社によって、機種固有情報の送信
の可否を事前に設定したり、都度尋ねたりすることがあるので、この場合は、送信を拒否
すると、この携帯電話の登録はなされない。
【００３３】
サーバ３は、カード管理ＤＢ４の販売者テーブル１９から、送信されてきた機種固有情報
を検索し、一致するものがなければカード管理ＤＢ４の販売者テーブル１９に新規に登録
する（ステップＳ１０３）。続いて、サーバ３は、販売店名などの入力を促し（ステップ
Ｓ１０４）、送信（ステップＳ１０５）されると、カード管理ＤＢ４に販売店名なども登
録する（ステップＳ１０６）。以上で、販売者側携帯電話１の機種固有情報の登録、即ち
販売者登録が終了する。
【００３４】
次は、図７に従い、販売商品の登録の流れを説明する。
カード６を購入した顧客から代金を受け取ると、携帯電話１によってカード６のデータコ
ード５が読み込まれる（ステップＳ２０１）。
読み取ったＵＲＬに対応付けられたサイトへアクセスする（ステップＳ２０２）。このと
き、カード６のカードＩＤと携帯電話１の機種固有情報も送信する。
サーバ３は、送信されてきた機種固有情報をカード管理ＤＢ４の販売者テーブル１９から
検索する（ステップＳ２０３）。もし、一致するものがあれば（ステップＳ２０４でＹｅ
ｓ）、送信されてきたカードＩＤを販売商品テーブル２０から検索し、カードＩＤが一致
するものがなければ（ステップＳ２０５でＮｏ）、販売商品テーブル２０にカードＩＤと
機種固有情報を登録する（ステップＳ２０６）。これで、販売商品登録が完了した。
もし、販売商品テーブル２０に一致するカードＩＤがあった場合（ステップＳ２０５でＹ
ｅｓ），テーブル２０上の販売者携帯の機種固有情報と送信された機種固有情報とが一致
することを確認のうえで販売商品テーブル２０から該当するレコードを削除する（ステッ
プＳ２０７）。レコードの削除により、既存の販売商品登録が解除される。このような解
除がされるのは、販売者側で誤入力をした場合などが考えられる。
【００３５】
販売者テーブル１９には送信されてきた機種固有情報がない場合（ステップＳ２０４でＮ
ｏ）は、サーバ３は図８のステップＳ３０３以降の処理へ移る（ステップＳ２０８）。販
売者による販売完了通知も、利用者によるダウンロード要求も、カード６に印刷されたデ
ータコード５を介して行われる。そのため、送信されてきた機種固有情報が販売者テーブ
ル１９に存在しなければ、サーバ３は利用者からのダウンロード要求であると推定して処
理を続けるわけである。
以上が、販売完了時の処理の流れである。
このように、販売者登録（ステップＳ１００）を行っている携帯電話によってのみ販売完
了の記録、即ち販売商品登録が行えるので、不正なルートでカードを入手した者による販
売を防ぎうる。
【００３６】
続いて、図８に従い、カード６の購入者即ち利用者がコンテンツのダウンロードを要求し
てから受信するまでの流れを説明する。
利用者側携帯電話２の画像取得部７によって、データコード５が読み取られる（ステップ
Ｓ３０１）。
コード読取部８によって、データコード５から、ＵＲＬなどの情報が取り出される。
ブラウジング部１０により、取り出されたＵＲＬに基づいてインターネットＮを介し、ウ
ェブページへのアクセスが行われる。アクセス時に、カードＩＤと、携帯電話２の機種固
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有情報が送信される（ステップＳ３０２）。
【００３７】
　サーバ３は、送信されたカードＩＤを、カード管理ＤＢ４の販売商品テーブル２０から
検索し、存在しなければ（ステップＳ３０３でＮｏ）、当該カード６は、販売商品登録が
されていない旨の、エラーメッセージをアクセス元に返す（ステップＳ３０４）。利用者
側携帯電話２の画面表示部１２にエラーが表示され（ステップＳ３０５）、処理は終了す
る。
正規のルートで入手したカード６であれば、このエラーメッセージが通知されるはずはな
いので、入手元への問い合わせを要することとなるのは言うまでもない。
【００３８】
カードIDが存在すれば（ステップＳ３０３でＹｅｓ）、ＵＲＬとともに送信された機種固
有情報に基づいて利用者認証を行う。
通常、利用者認証のためには利用者ＩＤやパスワードなどを用いることが多いが、本発明
では、これらを使用しない。個人情報保護の観点から入力をためらうユーザがいることも
理由ではあるが、利用者ＩＤやパスワードは、他人に教えることができるので、当該カー
ド６を貸与された他人が、このカード６を使用しうるからである。
【００３９】
利用者認証を行うために、送信されたコードＩＤと対応する利用者側携帯電話の機種固有
情報をカード管理ＤＢ４の販売商品テーブル２０から取り出す。
機種固有情報が取り出せなかった場合（ステップＳ３０６でＮｏ）は、利用者が初めてこ
のカード６を使用する場合であるから、利用者の携帯電話２の機種固有情報をカード管理
ＤＢ４の販売商品テーブル２０に登録し（ステップＳ３０７）、コンテンツをダウンロー
ドするための画面データを送信する（ステップＳ３０９）。
利用者側携帯の機種固有情報が取り出せた場合（ステップＳ３０６でＹｅｓ）、登録され
ている機種固有情報と、今回送信された機種固有情報とを照合し、一致しているならば（
ステップＳ３０８で‘一致‘）、正当なユーザであると判断し、コンテンツをダウンロー
ドするための画面データを送信する（ステップＳ３０９）。
しかし、不一致であれば（ステップＳ３０８で‘不一致‘）、不当なユーザであると判断
し、アクセス元にエラーメッセージを返す（ステップＳ３１０）。このエラーメッセージ
が通知（ステップＳ３１１）された場合は、ユーザは、最初に使用した携帯電話２で再度
アクセスを試みれば、ダウンロードが可能である。
このように、本発明では、正当な利用者か否かは、同一の携帯電話２を使用しているか否
かによって判断される。そのため、システムもシンプルであり、ユーザ側に利用者ＩＤな
どの入力の手間が発生することもない。また、他人の使用したカード６を貰ったり拾った
り、あるいはコピーしても、認証されない。
【００４０】
利用者認証が受理され、ステップＳ３０９にて、ダウンロード画面が送信されたならば、
携帯電話２は送信されたダウンロード用画面を表示し（ステップＳ３１２）、この画面を
起点にユーザは、ダウンロードしたいコンテンツを選択し、サーバ３に対し配信要求を送
信する（ステップＳ３１３）。サーバ３は、データ管理ＤＢ４のコンテンツ情報テーブル
２１を参照し、コンテンツを送信する（ステップＳ３１４）と、携帯電話２は、これを再
生する（ステップＳ３１５）。
　配信されるコンテンツの再生の仕方は、全てのデータを携帯電話２にダウンロードして
から再生するだけでなく、ダウンロードしながら同時に再生するストリーミング再生も可
能である。
 
【００４１】
（２）第２の実施形態
第１の実施形態では、コンテンツの再生を携帯電話２で行っていた。
しかし、この第２の実施形態では、カード６を介したシステムへのアクセスは携帯電話２
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で行うが、パソコン上でコンテンツのダウンロードおよび再生を行う点で相違する。カー
ド６の販売商品登録までの処理（図５のステップＳ１００およびステップＳ２００の処理
）並びにカード管理ＤＢ４のテーブル構造は相違しない。
以下、第１の実施形態と異なる点を中心に、図９に従い説明する。なお、図中、第１の実
施形態と機能が同一のものには同一の符号を付してある。
【００４２】
パソコン２２のウェブブラウザを立ち上げ、システムのＵＲＬを入力し送信する（ステッ
プＳ４０１）と、システムからカードＩＤの入力を促す画面が送信される（ステップＳ４
０２）。
図２に示すように、カード６には、データコード５とともに、英数字列などのカードＩＤ
も印刷されているので、これを入力し送信する（ステップＳ４０３）。サーバ３の処理部
１６がカードＩＤ、ＵＲＬ、パソコンとセッションとを特定する情報（セッションＩＤと
呼ばれる情報など）を含むデータコード２３を生成し送信してくる（ステップＳ４０４）
ので、パソコン画面にこれを表示する。
このデータコードを自分の携帯電話２で撮影（ステップＳ４０５）し、データコードに含
まれる情報をデコードして、サーバ３に送信する（ステップＳ４０６）。
サーバ３は、カード管理ＤＢ４の販売商品テーブル２０を参照し、携帯電話２の機種固有
情報に基づき利用者認証を行う。もし、カード管理ＤＢ４にこの利用者側携帯電話２の機
種固有情報が登録されていなければ、カード６は未使用であったと判断し、この機種固有
情報を利用者認証用情報として登録する。登録済みであれば、販売商品テーブル２０に登
録されている利用者認証用情報と携帯電話２の機種固有情報とを照合し、一致すれば、ダ
ウンロード用画面をパソコンに送信する（ステップＳ４０７）。以後、このダウンロード
用画面を基点として、コンテンツを受信すればよい。
この実施形態のデータコード２３は、パソコンを特定するための情報が毎回異なるので、
サーバ３によって、その都度生成される。この点、カード６に印刷されたデータコード５
を利用する第１の実施形態と異なる。
【００４３】
今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではない。
たとえば、前記の実施形態では、情報印刷媒体の形状はカード状であったが、データコー
ドが印刷できるものであれば、どのようなものでもよい。
また、前記の実施形態では、供給元がレコード会社、販売者がレコード店であるとして説
明したが、これは例であって、どこから供給され、どこで販売されるものでもよい。前記
の実施形態のように、有償で配布されるものに限らず、販促用に無償で配布されたり知人
などに贈られたりするものでもよい。
さらに、前記の実施形態では、ＵＲＬおよびカードＩＤが２次元コードに含まれていたが
、バーコードでもよい。あるいは、情報印刷媒体にＵＲＬおよびカードＩＤが文字列とし
て印刷され、ユーザがそれを見ながらキー入力してもよい。
要は、著作物のコピーが容易な昨今、正当なルートで入手した者のみが、著作物を享受で
きることが重要なのである。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
本発明の情報印刷媒体及び配信システムは、著作権者の権利・利益を保護することを通じ
て芸能と経済活動の調和のとれた発展に貢献するものである。
 
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】第１の実施形態のシステム構成図である。
【図２】第１の実施形態のカードを例示する図である。
【図３】第１の実施形態の携帯電話のブロック図である。
【図４】第１の実施形態のサーバのブロック図およびカード管理ＤＢのテーブル構造図で
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【図５】第１の実施形態のシステムの処理全体のフロー図である。
【図６】第１の実施形態の販売者登録処理のフロー図である。
【図７】第１の実施形態の販売商品登録処理のフロー図である。
【図８】第１の実施形態のコンテンツ配信処理のフロー図である。
【図９】第２の実施形態のコンテンツ配信処理のフロー図である。  
【符号の説明】
【００４６】
１　販売者側の携帯電話
２　利用者側の携帯電話
３　配信システムサーバ
４　情報印刷媒体管理データベース
５　ダウンロード用情報印刷媒体
６　データコード
７　（携帯電話１，２の）画像取得部
８　（携帯電話１，２の）コード読取部
９　（携帯電話１，２の）機種固有情報部
１０　（携帯電話１，２の）ブラウジング部
１１　（携帯電話１，２の）入力操作部
１２　（携帯電話１，２の）画面表示部
１３　（携帯電話１，２の）音声再生部
１４　（携帯電話１，２の）通信インターフェース部
１５　（携帯電話１，２の）制御部
１６　（サーバ３の）処理部
１７　（サーバ３の）記憶部
１８　（サーバ３の）通信インターフェース部
１９　（ＤＢ４の）販売者テーブル
２０　（ＤＢ４の）販売商品テーブル
２１　（ＤＢ４の）コンテンツ情報テーブル
２２　パソコン
２３　データコード
Ｎ　インターネット
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